
容
器
リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル
ペ
ッ
ト

軽
量
ボ
ト
ル

　

空
容
器
の
回
収
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。回
収
し
た
容
器
は
、自
社
ま
た
は
専
門
の
業

者
に
よ
り
P
E
T・ア
ル
ミ・ス
チ
ー
ル
な
ど
材
質
別

に
分
別
。再
度
資
源
と
し
て
有
効
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

コ
カ・コ
ー
ラ
シ
ス
テ
ム
で
は
、回
収
し
た

P
E
T
ボ
ト
ル
を
再
び
P
E
T
ボ
ト
ル
に
再
生

す
る
、ボ
ト
ル
ｔ
ｏ
ボ
ト
ル（
B
ｔ
ｏ
B
）の
導
入

を
進
め
て
い
ま
す
。2
0
2
0
年
ま
で
に
、全
て

の
P
E
T
ボ
ト
ル
で
リ
サ
イ
ク
ル
P
E
T
ま
た

は
植
物
由
来
原
料
の
採
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

省
資
源
化
を
目
指
し
て
容
器
の
軽
量
化
を
進

め
て
い
ま
す
。２
０
１
４
年
に
は
つ
ぶ
し
や
す
い

軽
量
２
ℓ
P
E
T
ボ
ト
ル「
ペ
コ
ら
く
ボ
ト
ル
」

を
い
ち
早
く
採
用
。「
容
器
包
装
簡
素
化
大
賞

２
０
１
５
」の
特
別
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

アルミ缶

アルミ缶
リサイクル協会

77.1% 92.9%
スチール缶

スチール缶
リサイクル協会

86.9%
PET ボトル

PET ボトル
リサイクル推進
協議会

75.9%（カレット使用率）
ガラスびん

ガラスびんリサイクル
促進協議会

●国内の容器別リサイクル率（2015年度）

コーヒーかす・茶かす

リサイクル前 リサイクル後 工場廃棄物排出量
2014年 2015年

紙類
プラスチック類
金属類
汚泥
ガラス類
一般廃棄物

肥料
再生紙、ダンボール
再生プラスチック、固形燃料

セメント原料、肥料

発電、暖房燃料

再生金属

ガラスびん

3,477
192
174
58
24
0
9

　合計　  3,934

4,282
174
164
76
50
0
7

4,753

2016年

5,570
179
149
85
43
0
12

6,038

●ゼロ・エミッションの内容
（単位：t）

ゼ
ロ
・

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　

札
幌
工
場
で
は
、2
0
0
0
年
よ
り
廃
棄
物
の

埋
め
立
て
と
単
純
焼
却
処
理
を
一
掃
し
、す
べ
て

を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る「
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」活

動
に
取
り
組
み
、2
0
0
1
年
か
ら
目
標
を
達
成

し
て
い
ま
す
。

循
環
型
社
会
の

実
現
の
た
め
に

ISO14001登録証

環
境
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
方

1
、

2
、

3
、

4
、

5
、

6
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
資
源
に
努
め
、
環
境
負
荷

を
低
減
し
ま
す
。

事
業
活
動
に
伴
う
廃
棄
物
の
削
減
と
再
資
源

化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
汚
染
の
予
防
に
努

め
ま
す
。

環
境
保
全
に
対
す
る
全
従
業
員
の
意
識
向
上

を
図
り
、
グ
ル
ー
プ
を
あ
げ
て
環
境
保
全
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
社
会
に
お
け
る
環
境
保
全
活
動
へ
の

協
力
・
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し
た
物
品
の
購
入
を
促
進
し
ま
す
。

環
境
関
連
法
規
制
、「
Ｋ
Ｏ
R
Ｅ
」（
コ
カ・コ
ー
ラ

シ
ス
テ
ム
が
定
め
る
基
準
）及
び
そ
の
他
の
要

求
事
項
を
遵
守
し
ま
す
。

　

北
海
道
コ
カ・コ
ー
ラ
グ
ル
ー
プ
は
、
責
任
あ
る

企
業
市
民
と
し
て
、
地
球
環
境
の
保
全
に
配
慮
し

た
事
業
活
動
を
行
い
、
地
域
社
会
の
豊
か
な
環
境

の
維
持
と
社
会
の
継
続
的
な
発
展
に
貢
献
し
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
2
月
、本
社
敷
地
内
に
所
在
す

る
当
社
グ
ル
ー
プ
の
各
事
業
所
で
、環
境
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
国
際
規
格
で
あ
る「
I
S
O

１
４
０
０
１
」の
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
組
織
と
し
て
決
定
し
た
環
境
行
動

指
針
の
も
と
で
、事
業
活
動
・
製
品
お
よ
び
サ
ー

ビ
ス
が
環
境
に
与
え
る
影
響
を
引
き
続
き
把
握
・

評
価
・
是
正
し
、継
続
的
に
改
善
し
て
い
く
こ
と

に
よ
っ
て
、省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め

と
す
る
環
境
負
荷
の
低
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、廃
棄
物
の
削
減
・
再
資
源
化
の
促
進
、

汚
染
の
予
防
、そ
し
て
環
境
保
全
に
対
す
る
全
従

業
員
の
意
識
向
上
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

I
S
O
1
4
0
0
1

認
証
取
得

環境負荷低減への取り組み

環
境
理
念

環
境
行
動
指
針

　北海道の豊かな自然環境を将来にわたって維持し、
次世代に引き継いでいくことは私たちに課せられた使命です。

事業活動のあらゆる場面で、環境負荷低減の取り組みを進めています。
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夜間の冷却運転時の
消費電力

電力需要

「ピークシフト自販機」
電力消費

待機電力17W

電力消費の
ピーク時間

（時）

冷却の電力を使わない

CUT

●時間帯別電力需要の推移と「ピークシフト自販機」の電力消費イメージ図

ピーク時間帯に加えその前後において冷却運転を停止し消費電力を削減。冷却停止時間：朝7時から夜23時
出典：東京電力HPより2012年6月1日の電力使用実績

　
「
ピ
ー
ク
シ
フ
ト
自
販
機
」と
は
、電
力
使
用
が

ピ
ー
ク
と
な
る
時
間
帯
に
最
大
16
時
間
冷
却
運
転

を
停
止
し
て
も
、冷
た
い
製
品
を
販
売
で
き
る
超

省
エ
ネ
型
の
自
動
販
売
機
で
す
。真
空
断
熱
材
の

採
用
に
よ
り
保
冷
機
能
を
高
め
る
こ
と
で
、冷
却

の
た
め
の
電
力
使
用
を
日
中
か
ら
夜
間
に
シ
フ
ト
。

電
力
に
余
裕
の
あ
る
夜
間
に
冷
却
し
て
、日
中
の

消
費
電
力
を
95
％（
※
）削
減
し
ま
す
。ま
た
、冬

に
一
部
製
品
を
加
温
す
る
際
も
、使
用
す
る
ヒ
ー

タ
ー
の
消
費
電
力
が
20
％（
※
）少
な
く
な
り
、冷

却
に
使
用
す
る
消
費
電
力
と
あ
わ
せ
て
も
68
％

（
※
）の
電
力
削
減
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の「
ピ
ー
ク
シ
フ
ト
自
販
機
」は
、２
０
１
３
年

度
の「
省
エ
ネ
大
賞
」で
最
高
賞
で
あ
る
経
済
産
業
大

臣
賞
を
、「
第
10
回
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
大
賞
」で
推
進

協
議
会
特
別
賞（
節
電
優
秀
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

当
社
で
は
、2
0
1
6
年
12
月
末
現
在
で
約

８
，０
０
０
台
展
開
し
、今
後
も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ピ
ー
ク
シ
フ
ト
自
販
機

※
2
0
1
2
年
度
製
造
の
同
型
機
平
均
値
比

　
（
日
本
コ
カ
・コ
ー
ラ
社
調
べ
）

地
球
温
暖
化
の

防
止
に
向
け
て

夏
季
・
冬
季
節
電

9～20時の「ピーク時間帯」に、冷却のためのコンプレッサー
機能を輪番で停止することにより、15%の節電を目指します。

●輪番節電チャート

グループ
A

グループ
B

グループ
C

グループ
D

グループ
E

グループ
F

ピークシフト
自販機

20時191817161514131211109

冷却
停止

冷却停止
7時～13時

冷却停止
16時～23時

冷却
停止

冷却
停止

冷却
停止

冷却
停止

冷却
停止

ピーク
カット

13～16時まで
の3時間は、すべ
ての自動販売機
で冷却停止

自
動
販
売
機

　

7
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
の
期
間
中
、9
〜
20

時
ま
で
の
時
間
帯
、約
5
万
台
の
自
動
販
売
機
を

対
象
に
、6
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
冷
却
運
転

を
輪
番
で
停
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、最
大
使
用
電

力
と
比
べ
約
15
％
の
消
費
電
力
削
減
を
実
現
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、冬
期
も
冷
却
運

動
の
輪
番
停
止
を
通
じ

て
、自
主
的
な
電
力
削
減

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

「ピークシフト自販機」
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